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先に太 田 ・中島(1989)は,黄金分割研究 に対する実験心理学的接近に関 し,Fechner
(1865)の創始的研究に触れた後,時代を大幅に下って第2次 世界大戦後か ら現在に至 る研究
の動向と現状及び展望 にっいて報告 した。ところで黄金分割の実験心理学的研究の文献を過
去に遡 って探 るに伴い,Fechner以後第2次 大戦に至 る約80年の間にも,さ まざまな黄金
分割の研究がなされていることがわかった。










































以下7つ の系列ではX・Yの 一方 もしくは両方の長さと,垂線の足の位置や変化幅などを
操作 している。
4十 字形(11系列)
第1系 列:線 分Xは 長 さが50mmで一定。線分Yの 長さは5～100mmの範囲内を5mm
幅で変化する。X・Yの 両中点で直交 し,Xの 水平 ・垂直位置,及 びYをXよ りも長 くす






第1系 列:一辺は50mmの一定の長 さで,もう一辺を5～110mmの範囲で5mm幅 で変化
させる。計22刺激。長辺が垂直 ・水平の2条件を設定。









10～50mmの範囲で5mm幅 にて変化 させる。計9刺 激。
d二 等辺三角形(2系列)





第1系 列:108.5mmの長さの線分上に2点 をとって線分を3分割する。但 レ,2つの点は




第1系 列:'高さの異なる3っの三角形の底辺を隣接 させて同一直線上 に並べた図形。各底
辺の長さは34,55,34mmである。





以下4系 列では線分の長 さの範囲 と変化幅を操作 したり,正方形や円の大きさをさまざま
に変化させる。










8種の実験結果を通 じてWitmerは図形の美的価値 は図1に 示すような一本の曲線 に代表
されると結論 している。これは被験者の最 も好ましく感 じる図形の比率が2つ存在すること
を示 しており,一っは1:1の比でありもう一っは2:3と1:2の間の比率である。すなわち,


















に平行に配置す る。但 し,その中の1本 のみを移動 させて他の線分との間隔を自由に変化さ
せることができる。被験者は6人 である。
先ず,3本の線分を垂直方向に用い,2本を60cmの間隔に平行に並べて固定 し,その間に
もう1本の可動の線分を置 く。中央の線分が左右いずれかの側か らスター トして反対側へ




本の場合は端か ら0,20,60cmの位置に線分を3本 固定 して可動線分を20cmと60cmの間
で移動させ,5本の場合は0,15,30,60cmに4本固定 して5番 目を30cmと60cmの間で
移動させ,6本では0,12,24,36,60cmに5本固定 して6番 目を36cmと60cmの間で移
動 させる,と いう形であり,さ らに固定する線分の間隔をさまざまに変える。















ぐわない結果 も包含 し得るだけの柔軟なものでなければならない,と主張 している。
このような観点に立ってAngierはWitmer(1894)の実験を批判 している。すなわち,そ
こでは数名の被験者の各個人の美的判断を平均 し,さ らにそれを集めて全体的平均を求め,
それをもって 「最 も好 ましい比率」 としている。 したが ってそのような全体的平均 からは
個々の被験者の判断の範囲がわか らず,も しも被験者が二極に分かれるような判断傾向を示
す場合,そ の間の平均をとってもその被験者の判断の基準を表わす ことにはならない。 さら





線分を呈示 す る。 この線分の上を直径L5mmの 点が水平方 向に移動 し得 る。机か ら4
フィー ト離れた被験者 は,この点をケーブルによる遠隔操作で任意の位置に動か し,線分を
最 も好ましい位置で不等分 に分割することを求め られる。被験者は全部で9人。点の出発点










だけであり,残 り7人にっいては黄金律が度数分布内にまった く含 まれないか,も しくは選
択数最小の階級やその付近に位置する結果 となった。 ここか ら,Angierは黄金分割が美的
基準 としての役割を本当に担えるのかどうか疑問視している。
さらに,Haines&Davies(1904)はFechner,Withler,さらにAagユerと続 く黄金分割研




形である白いカードを1枚 だけ黒い台紙の上にのせて継時呈示 し,好き嫌いを問 う。但 し,

















者間の好みの差異を隠 して しまうとい う点か ら,従来の研究で採 られてきた全被験者の好み
の平均値化は誤りであることを指摘 している。
さらに第2実 験では同 じ被験者群について調整法の実験を採用 している。すなわち,被験
















この第2実 験から好みが明確に示 され,異 なる被験者の間のみな らず,同 一被験者でも全












Weber(1931)はそれまでの研究 の流 れをお さえた上で,長 方形 に対す る美的妊 ま しさを
調べて いる。刺 激図形 は辺の比が黄金分割 の長方形 と,美 学 で一 般的な"rootrectangle"を
4つ,さ らに これ らの間 に中間型の長方形3っ を交 えて正方形 も加え た以下 に示 した合 計9
っの四角形で ある。












調べたところ,好 みの上位4っ は高いほうから順にf・e・d・gという結果が出た。 さらに
二週間後に同じ被験者に同じ実験を行 ったところ,上か らf・e・g・dという順序になった。




すなわち,大 学生310人を対象 とし,5イ ンチ四方の白紙に最 も好ましいプロポーション





い,長 辺/短 辺の比率の分布を0.05及び0.10の区間で示 している(図3参 照)。





して 「黄金分割」を取り出 して示すことの誤 りを再確認 し,さ らに被験者にとって好みの図
形を一っには決め難 い点か らも好みの平均をとることが不確かであることを強調 している。
G.日 本人 による追試




整一 な曲線(図1参 照)と は異なって曲線の起伏はさまざまであり,分布 は1瓜1ρ01～
1.999,2.000～2.999,3.000～3.500,4.000～4.500の各範囲においてそれぞれひとっの群 とみな
せ るような群散在性を示 した。そこで加藤は全体の比率の平均を とらず,最 も選択の集中し
82
てい る1.001～L999の範 囲内で の比率 の平均 値を算 出 した ところ1473とな り,黄 金比 とは
一致 しなか った。さ らに,散 在す る各 群の値が1ρ,1.473,2.0,2.7,3.0,4.0で,これ らはほ
ぼ1:1,2:3,1=2,2:5,1:3,1:4の比 とみなせ る ことか ら,加 藤 は図形比率 の選択 にお
ける整数比 の法 則 と呼べ るような ものが暗示 され る,と してい る。
皿 第2次 大戦後の研究 との関連について
以上,第2次 大戦前までの黄金分割に関する実験心理学的研究の流れを概観 したが,ま と
めて言 うならばFechnerやWitmerが黄金比を美的基準 とみな した結論 に対 し,後年 さま
ざまな実験研究を通 して疑問や批判が湧 き上がり,黄金比を美的基準か ら単なる一っのプロ
ポーションへ降格させてしまったとみることができる。


















ただ最後に,戦後の研究において戦前の単なる繰 り返 しだけではなく発展的な面 も見 られ




ア プ ロ ー チ は,図 形 の 美 的 嗜 好 に お け る黄 金 分 割 の 意 義 の 問 題 に 今 後 決 着 を っ け る た め の 有






















加 藤 正 英1938簡 単 な 図 形 に 於 け る 美 的 割 合 の 実 験 美 学 的 研 究 実 験 心 理 学 研 究5:57-61.







































































図1図 形の比率 と好 ましさの程度の関係を示す曲線。横軸が図形の有する比率。上下方向



































































図2線 分の分割位置の度数分布。左側のアルファベットAか らHは 被験者名を示 し,Xに
は各被験者の左右片側の好みの位置の平均をプロットしている。各横軸下のcは 中央
を,xは左右片側での好み位置の平均をそれぞれ示す。鎖線は全体の平均を,G.S.は
黄金比を表わす。但 し,特異的な好みを示 した被験者Eに っいては,前半36回の選択
の結果をE1に,前後半合計120回の結果をE2に示 し,ま た好みの平均 は4群 に分 け
て表示 している。Angier(1903)による。
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図3最 も好んで描かれた四角形の比率 と頻度の度数分布。比率1.00から3.04までは階級幅
0。05で,比率ao5以降は階級幅0.10で示 している。GSは 黄金比を含む階級を示す。
Davis(1933)による。
